
太陽光発電導入
自治会モデルの検討（案）

資料２

自治会モデルの検討（案）

地域の自治会

現状として・・・
・高齢化
・相互扶助意識の低下

一方・・・
・自主防災組織の必要性
・地域のニーズに合致したスマートコミュニティー構想検討地域の自治会

地域の集会所 太陽光発電
（10kW未満）

相互扶助意識の低下
・担い手の減少
・機能の衰退

地域のニ ズに合致したスマ トコミュニティ 構想検討
への発展(人々のライフスタイル全体を視野に入れた社会
システム「スマートコミュニティ」のあり方の検討)

余剰売電

（10kW未満）

資金調達
・自己資金
・その他

ポータブル
蓄電池

余剰売電

自治体支援
◆集会所の節電
◆売電収入で地域の自治活動を促進

【災害時】
◆情報収集

ラジオ、テレビ、携帯電話

情 【平常時】

再エネの
普及促進

→  
地域単位でエネル
ギ 活用（新たな

みんなで考える

◆情報発信
町内放送、携帯電話

◆その他
非常灯、集会所の照明

【平常時】

◆地区行事への活用
・地区運動会
・地区のお祭り

地域コミュニティ
の

ギー活用（新たなエ
ネルギー管理ツー
ルの利用等）を話し
合うきっかけづくり

・地区のお祭り

いざという時に使用できる

の
活性化・再構築

・使用方法の啓発
・省エネの啓発


